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1. A. ( sa百dγε 品 ) Knu t fti ALFKEN 
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1， 1Uζ示したように，
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タ字!)88.251'づ Taraxacum atbidum DAHLST. (シロパアタン♂
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幾B. rapa L. (コマツナ) 1. 2 %， B. 
ol eracea L. (ブロッコリ) 1. 2 % 
11. Labiatae (シソ科)1. 2 % : La1珂zum
pur pureum L. (ヒメオドリコソウ)
1.2 %. 
IV. Geraniaceae (フウロソウ科) 1.2%: 
Geranium cinereum CAV. (ゼラニ
ウム) 1. 2 %. 
V. Leguminosae (マメ科) 1.2%: 
Vicia se戸iumL. (カラスノエンドウ〕
1. 2 %. 
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Fig.1， BIζ示したように，被訪花植物の
開花期と訪花個体数の変遷は，大体において
シロパナタンポポ→オニタビラコ→ニガナ→
ヒメジョオンとそれぞれの開花期が終るにつ
れて訪花も移っている.とのことは，本来本
種がキク科への強い選好性を示しながら，そ
れら開花植物訪花のつなぎとして他の開花植
物を訪花しているように思われる.
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Fig.l Flower-visiting activity of A. knuthi ALF'KEN. 
The following is common to figs. 1 -20， A: bee 
phenology， B: blooming period (horizontal bar) of 
flowering plants visi ted by b庄支5 and the change 01 
the number of flower-visiting bee individuals 
Upper section shows female and lower section 
shows male. 
2位で(♀23，古57，♀合剖)， 既報機留 1978)で述べたように，ハナパチ全体の優占度におい
て，物部地区では上位第3位を占める種である.
Fig. 2， Aに示したように，訪花活動の開始は雌雄ともに3月中旬であるが，雄が3月下旬に
終わるのに対して雌は4月下旬まで訪花活動を続け，その期間は雌が雄の約2.5倍の長さである.
雌では3月中旬から4月上旬までほぼ一定の個体数を保ちながらその後漸減し，雄では治3週間の
短い期間に雌の訪花個体数の約2.5倍近い個体が訪花している.
訪花植物は以下のようである.
I . Composi tae 9 1.2労 T. albidu問 DAHLST. 81.2%， Petasites japonicus 
MAXIM. (フキ) 10.0 %. 
i. Cruciferae 6.3%:B. rapa L. 2.5%， B. oleracea L. 2.5~払 B. chinensis 
L. 1.3%. 
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いなかでもアセどへの訪花が著しい e
ラ→コマツナ→オニタビラコ→イfJハモ 2ジと
6. ム (Euandrena) stellaria HIRASHIMA 
採集個体数は歩♀24，03，卒 027である。
、
@ 
Fig“ 6， AIと示したように，
hebes と
ともにもっとち早し
月下旬にはみられなくなり F
が約10臼で非常に短いのに対iノて，雌は 3月
下旬をピーク iこ4月下旬ま
その期間は 2ヶ月を越え，A. knμth Iζ 
次いで長い⑩
訪花植物は以下のようである@
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幾 留 秀
R. trifidus THUNB. 7.4 %. 
1. Composi tae 7. 4必 T. al針dum DAHLST. 3.7%. B. oleracea L. 3.7%. 
以上3科6種を訪花し，早春，ァアラナ科への訪花が著しい.Fig. 6. Bi乙示したように，被訪
花植物の開花期と訪花個体数の変遷は，大体においてタイサイ→コマツナ→ユスラウメ→カジイチ
コa→ブ、ロッコリと開花期のずれとともに訪花内容が移っており，また，訪花個体数も除々に減少し
ている.栽培種のタイサイとコマツナとは密接な関係にあるものと思われる.
採集個体数は，♀ 17. O 4. ♀合21である.
Fig. 7. AIζ示したように，訪花活動の開始は，
雌雄ともに6月中旬で，その後雄は約10日間で ム }aponlCa
活動を終えるが，雌は出現して間もない6月中
匂にピークを示し. 6月下旬まで活動を続ける.
7. A. (Mit5U如何eII a) j a po n i c a (SM 1 TH ) 
訪花植物は以下のようである.
1. UmbelIiferae (セリ科) 52.4 % : 
05押zorhiza ari5tata (THUNB.) 
MAKINO (ヤプニンジン) 52.4 %. 
1. Composi tae 47.6% E. annuu 5 
四
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Fig. 7 Flower-visiting activity of 
d・japonica (S MI TH). 
PERS. 47.6必.
以上2科2種を訪花した. ヒメハナパチ科の
なかでセリ科を訪花したのは本種だけであり， しかも採集個体の半数以上を占めている点で特異的である.
8. A. (Trachandrena) foveopunctata ALFKEN 
採集個体数は比較的少ない(♀ 3. 合14.
♀合17). Fig. 8. AIζ示したように，訪花
活動の開始は，雌に先立つて雄が3月下旬，
雌が4月中旬である.雄は3月下旬に訪花活
動を終えており，雌の出現までに空白の時期
が生じている.雌は4月下旬に活動を終える.
訪花植物は以下のようである.
1. Ericaceae 82.4 % : P. japoni ca 
D. DON. 82.4%. 
s浪花子地主吋 I I皿 IIV I v 
A. fO'leopunctatal A 
Pieris japonica 
，-
B， 
Acer paL明 atu明 4・・.
Fig. 8 Flower-visiting activity of 
A. foveopuctata ALFKEN. 
i. Aceraceae 17.6%; A. palmatum THUNB. 17.6 %. 
以上2科2種を訪花した.雌はイロハモミジだけから，また，雄はアセビだけから採集され，こ
のことは訪花活動期の空白の問題と関係していると思われ，考察で触れる.
9. A. (Andrena) loncitibialis HIRASHlMA 
採集個体数は，比較的少なく(♀17).雄は採集されなかった.Fig. 9. AI乙示したように，訪
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におけるヒメハナパテ科ハナパチ20種の訪花性
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!I. Eric乱ceae .7ぢ Rhodod打 -zdronsp. 
7a ?タム
!V. イカズラ科) 7. 796 : 
'v1 
A dentata 
Brassica 
lnen 
Eうす rapa
Raphanus s:at'iVUS 
Rubus 
符￥
Rhoct山吋γフnSP'I B 
三a よ!ora
高'7ei辛eia
coraeen 
。fFig. 10 FJower.. visi 
A_ a'tntata SI¥AIT日制
以上4科?援金f訪jtし， フ
w川 ceI a coraeens 1 s THUNB. (ノ、コネウツギ)7.75ぢ@
され，なかでもニカイ手 しし」
10， sR示したょっに，被訪花植物の開花期と訪1[::1間依数の変遷は， タイサイ Jこコマツタ〆予除
イ巨も移っていお。
けば，イコン歩ニガイチゴ→ツツジの]種→/イパラ州、コふウツギ、と開花期のずれに沿って ~~f]
11. crandrena) KO'!1achi H I RASHllv'lA 
1， Aiζ示したようにp
ともに:4月中旬ア，
、〔♀ 10，O ，♀ o 12) 
日間で終えるが~ 1雄は5月上旬ま ノー1;) 1l 
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?
幾1， .Rosac聞記 100 % : P0 t e n t ill a 
zniana WEIGHT 日tARNOTT 
(オヘビイチゴ) 8 J3%， Duchesnea 
よみ1'llsantha MIQ. ピイチコ)
16.7%。
以上l科2種を訪花しp 特lこオへとイチゴ
への訪花が著しい.オヘピイチゴよヘピイザ
ゴの開花期はほぼ同時で， しかも本種の訪花
活動期は開花期間内にあり( 1， B)， 
. A. (Euaηdre持母 ) hebes PEREZ 
採集個体数は少ない〈平 6，O 3，♀古 9入
Aiζ示したように，訪花活動の開始
って雌が2月下旬3 約10日遅れ
て雄が3月上旬C:'，その終わりは逆に雄が早
く3月下旬，雌が約10臼遅れて 4月上旬であ
るe 雌の訪花活動期は，之江科のなかでは比較
的長し る. .士一た， 季節消長的lζは， 雌
土佐ともにどーク;t示ちない@
訪花植物は以下のようである@
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I.ng activity of Fig. 12 
A， hebes PEREZ. ト Hosacea色 44.4労 R， t1' ifidus THUNB. 
222弘 R占 mzcro}ク'h'lllus L. 11.1;:'弘 Kerna japonica DC. マブ 11.15t人
iI. Cruciferae 33.4%: B. chinenυs L 33.4%. 
1岨 Salicace昌也 (ヤナギ科) L1%: Salix 日P. (未向定) 1 U9O. 
iV. Eric母印ae 11.1%: P. )aponi ca D. DON. 11.1タ6.
以と 4科6種を訪花した@ った割には比較的多くの開花植物から採集された
くを，また，タイサイへの訪花が約3分の lを占めている gカ i時iζノイラ
13リム 〈 ) sasaki i COCKERELL 
雌i亡先立つ
い(♀ 3，合.♀ O5)曲目必 13，Afこ示したょっ IC，
3月中旬l乙雌は約2週間遅れて4月上旬である@
ょうである@
1. .Rutaceae (ミカン科) 40β%: Citrus sp. (未i可定) 40.0鉱
1. Crucifera巴 40.0%:B. cftinensis L. 20.09o， B. rapa L. 20.0 鉱
山. Ros筑間合 20.0必 R. t1'ifidus THUNB. 20.096. 
以上3科4種を訪花した. 13， B に示したように9
葱iま，タイサイ→コマツナ→カジ寸チゴ→ミカンの i種へと，開花期のずれとともに訪花も移って
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れなかった， 15， 1'1.;こ示したよう iζB 訪
ら4月下旬ま.C'の約
3週間である角
ょうである a
!， A.ceracea色 60.0%:A. polmaturn 
THUNB. 60.0 %姐
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したようにF イロハモ
、 、 、 d一致しているように忠われる⑧
16. A. (Simondrena) 。声ocifo百¢品
HIRJ主SH
く(古川 p 雌は
Atζ立てしたよう
Fこp 4月下旬の約10日間である。
イノヰ
lと属す
S!EB. et ZUCC. 
ocos pγ拡托zfo! 10 
ロパイ)の l種だ
りである@
17也 -t:-l. (5 ima月drダn:z 是 rri ae HI RASHI 
い(♀ 3)• 
以下のようである。
Brassi ca 
Rubus 付 i 日
c sp. AIl恥一一
13 FJ.ow配I'-visiting tivity 
ィ4繍 COCKERELL.
Bγααγata 一一一一一一←必私
Raphartus sati秒以 Si B 
Fig.14 Flower-visiting activity ()f 
pruniPhora HI RASHIIVUI，_. 
V 
PO B ~~~i.!稔込町一泊
法
Aar α1棉叫誕悦 ... 績融勘b
Hi Flovνrer-visiting activity 
. sp. 1. 
A， 勺刊 A 喝按
S軍情 s
fγ 
器 対，-
16 Flower国 visitng品CtlVlty01 
A. opacifσvea HI!ミASHIMλ ，
5月上旬の約同日間である
??
?
???
幾 留
1. Rosaceae 66.7 % : Pour t h i aea 
laevis (THUNB.) KOIDZ.. (カマ
ツカ)33.3%. S. incisa ZABEL. 
33.3%. 
1. Compositae 33.3%: Y. japonica 
DC. 33.3%. 
以上2科3種を訪花した.
18. A. (G官mnadrena) 初atasez
COCKERELL 
秀
s瓦~担竺 1 m I IV I v-l~ 
A. 晶eγrlae
Y ounc ia japonica 
S tp phanandra 
tn clsa 
Pourthιaea 
laevis 
A 』・‘
ー
B 
Fig. 17 Flower-visiting activity of 
A. 屠erriae HIRASHlMA. 
s昆訟地主出血 IIV I v I VI
採集個体数は極めて少なく(♀ 3).雄は A. watasei A -圃・』
採集されなかった.訪花活動期は比較的短く，
4月下旬から5月上旬の約3週間である
(Fig. 18. A). 
訪花植物は以下のようである.
1. Rosaceae 33.3%: R. multiflora 
THUNB. 33.3 %. 
j. Saxifragaceae 33.3必 D. crenata 
Y ouncia japonica 
Rosa muitiflora 
Deutzia crenata 
B 
Fig. 18 Flower・visiting acti vi ty of 
A. 回atasei COCKERELL. 
SIEB. et ZUCC. 33.3%. 
Ij. Compositae 33.3% Y. japonica DC. 33.3%. 
以上3科3種を訪花した.
19. A. し1.ndrena)sp. 2 
パラ科のK. ja)抑制 ca DC. から3月
下旬に雄のi頭が採集された.
I. panurt;i仰 S属
1. P. crawfordi COCKERELL 
採集個体数は少ない(♀ 6. O 1.♀合 7). 
Fig. 20. AI乙示したように，訪花活動の開始
は雌雄ともにほぼ同時で4月中旬，終わりは
IV 
A. sp. 2 A-
Kerria japonica B 
Fig. 19 Flower-visiting activity of 
A. sp. 2. 
VI 
P. cra明，/ordも A 4・h
雄は極めて短く約10日前後の後，雌は 5月中 Brassica chinensi 
旬である.雌の季節消長は. 5月上旬にピー
クをもっピラミッド型を示す.
訪花植物は以下のようである.
1. Rosaceae 28.6 % S. incisa 
ZABEL. 14.3 %. P. l aevi s 
(THUNB. ) KOI DZ. 14.3;;ぢ.
1. Cruciferae 14.3%: B. chinensis 
Acer tal明 ωu欄
Sonchus oleraceu 
DeultJia crenata 
511μ抑制dra
InclSa I 
Pourthiaea I 
町 eJJMZZS|
coraeens z 5
B -回目ーーーー
ーー司--‘'司-
-・・』ーー一一一一ー
4・蜘』ー
Fig. 20 Flower-visittng activity of 
P. crawfordi COCKERELL. 
-320-
におけるヒメハナパチ科ノ¥ナバチ20種の訪花性
L. 14.:-3%. 
il. Acerace品e 14.:3;;あ A. palm tum 1、国JNBι14.3必.
IV. Compos i t国 14.3% So chus oleraci!us Lぬ (ウシ) 14.3浴@
〉。
VI. 
R_t_G科7
14.:3名 D. crenato SIEB. et Zucc. 4.3鼠
14.3対 :W幅 coroeens1 s THUNs刷 14.3%.
し，t.、こ a 被訪花植物の詞花均jと おいて開花i加のすー
れとともに訪花も移っていく傾向を示している( 20， B). 
まずp もっとも早い時期によe現したのは， ム hebesと A. s t e !l or i 0の2種で2月下旬とあ"，，;1)
次いでム fz A匂企nut h i ~ 
fO'ZJeotuζよotoおよびA.sp. の3種が3月下旬iζ A. dentataとA. j)runiplzoraの2様が4
月上旬に， komaclzi， sp. cr川 yfordiの3援が4月 A. 'U)arasez 
とA. 0向cifovea の 2~蚕が 4 月下旬UR ， ム μu向。ana， 喝 1 onqi tibial i.sおよびA，//:erria 
の3援が5月上一切に A。ρrust07rnas が5月中旬l己最後にノ土ノoj)onz caが6月下旬に出現し
7こ@とれらの 他の調査報告p すなわち兵庫県:篠山金地 こ
、λ，
にさ てみると，北へいく程出現時期がJ遅れることは当
2 ~ 3)居間，篠山金地 m 赤川で 2-7週間あると然のととながら，そ
とがオっかる@
次にp 訪花活動の慰問を雌についてみると歩もっとも長かったのはA， knutlzzとム s eiげi
の2種で約70臼セある@次いでA. IUI~aii ， A. dentataおよびよ れbesの3種が約50日u ノ仁
tsukuban品、 A. A. sasa長1iおよびP. crau/lordiの4種が約40a， A. 1'10:げ♂，
ム /cveo/Jぉιωtaおよび A. komachiの3種が約308. A. }atonica， A. sp. 1およUA.
zva [;(2S e の3種が約20EJ，そしーてもっとも短かったのはA. l tibial i 5， A四 plun thora， 
A. 是errz および sp. の5極ー で約10日であるむ
次iこ，雌雄悶の出現iζ3つのタイプが認められた，すなわち， a ~雄が先行する b 。ほぼ同時お
よびc、雌がーする の3つのタイプである。 a1こ属すのはム /oveo/Junctota，A. den 
;およびA. 2425G是ii， bに属すのは A. わlutlzi，A. fu是aii，A. ts詰kubana， 長α(luVa眠
A. 5te! a予 A. Japoni ca， Aヨ是omachiおよびP. むに属すのはム
pγos古OJ-:托'(asと/1. hehesである句 においては p 口
縫を3 ま 、く iとしTこがっ る「産み分け lの結果， 出現が先行する
多いことはすでによく知られているのヒメハナパチ科の上記3つのタイプもハキリパチ科
と
していると思われる@
、lこ起因することが考えられるがp 次に述べる問題点ともjcl、に関係
? ???
幾 留 秀
一般的には，花とで採集怠れ 、カ A~ 長nuthi} _Iえ i， A包
ょtataおよびム dentμd の4種は，雌より く訪花活動を行なっていた &ζ のととは，
位jむの問題もあるが 9 る かあるし かのどちらに
主体があるかの違いによって，大きく左右されるものと思われる⑮そ乙で，もし雄の交足場所が，花
どちらかにかたよっているとすれば9 訪花活動でみた雄の出現Kも影響するととは明ら
かでまらる e
ところで A凶 fO'ZJeO}7Un，' tataの訪1花活動期には，雌と雄とで空白の時期がある ζ とを吉ij述した，
のj京国については，次のととが考えられる. 1. 3月 F旬 4月上旬の採集でたまたま雌が得られ
かった.常に空白 なく巣の付近lζ限られる⑮た
3月下旬iこ訪JE活動を開始した後，やや遅れて雌も
1 'がその有力な原因と思われる倫始して L、るので?と
と選皇子性
ヒメハナノてそ科全体と L-て訪花した開花植/向むパラ科目種，キク科7種p アブラナ科4種，ユキ
ノシタ科3種 9 ツツジ科2種番シソ科，ブウロソウ科，マメ税，キンポウゲ科p スイカズラ科，カエ
アナキ る@科レペ
Jレゼもうとも多く訪花を受けた植物はキタ科で，以下ユキノシタ科，パラ科，ツツジ科およびアブラ
る乙とはp 既報で述べた通りである e
それぞれのハナパチ る いては9 特にそ
1 ) 
イ釜 として A，
長uba托品ョ A‘ fu長且 i，A， j'Jrostomias， A. 品、 A. 金丸首古hz 主与J:C:J 也 主 ellaγI
の6極があげられる⑥ A， sukubana'ま，特lこウツギ、"'''，，~の訪花が著しし、という (宮本 1000， 
1.971など〉カfあり， ζとでもウ さらにヒメウツキミマルノイウツギを
ると， .:1.，キ/ 91.0%とfJ_るーまた，訪花活動期
致.ていることについては前述した通りであり b ヱド種がユキ/シタ科， ウツギへの強し
が81.2死;'C'，ア
関係にあることは明らかである. A. fukoi i iま， シロパナタンポボへの訪花
るとヰタ科への訪花が91.2%となり，キク科，特iζ シロパナタンポ
代への選好牲が強V"> A~ pros 判 IOSは，A. tsu長ubanaの訪花性とよく似ており rノツギ、への
i初回 66.6%，またヒメウツギへの訪花を含めると p ユキ/シタ
密接てもる. /1..ね抑制i，5 
94.8%を占め，
し 1
• A. linuthzは，多え ともなってシロパ
ナタンポボ?オニタどラコ，ニyゲナ;およびヒメジョオンのキタ
s e! lιγ(1.， しえ， アブラ
られる。
¥ど.1.
おるものと忠われ，アプラ
1 とりあえ る蜘
?
?
?
? ?
??
高知平野におけるヒメハナパチ科ハナノイチ20種の訪花性
とハナパ:;fの関係
Tabl.e 1 iζ訪花個体数の多かっ被訪花植物とハナパチの関係をみるために p
訪花ノ¥ナパナの内容を示した@
?
abbrevi昌tednan自esb日esPlants preaominantl y visited Tab!記 1
firs t hrθ合 l抗 ters). 
speCles 
?? ? ? ? ?
??
?
?
????、
?
??
???
、 ? ? ? ? 、
??
?
? 、 ? ?
???
?。?、
?
???????
? 、
?
??
??
???。?、
? ? ?
???
? ? 、 、 ? ? ?
?
??
??????
???
? 、 、
?
??
??
???
?? ?
?、?、、????? ? ? ? ?
?
??
????
??
??
?
??
??
??、
?
??
? ?
?
?
??
， ?
? ? ? ? ?
? ?
?
?
?? ?
???、
?????
by 担ach b巴己Visited 
TotJ 
( F、amily)Plant n品m忠
4626 
14 25 
3 1 2 
??? ?
1 4 2 6 
15 1 
4 1 
3 3 .1 6 
10 
2 
? ?
?
?
1 
2 .12 
4 2 1 1 4 
39 37 27 1 17 17 3 12 9 5 5 5 4 3 1 
1 9 2 321 238 
タぢ♀o' 活O T 
30 al b ldμm (COM:) Tαγαχαcum 
20 54 (SAX) cγEηαtα Deut α 
40 
29 
25 
18 
15 
ノμ
t.'hin仰d刀町sis (CRU) I 10 
Pleris }a/，onica (ER 1) 
Younc;iα 
23 13 日目γαSSlεα
2 17 5 12 
ー ????? ??
Br αSSlCαγasa 
17 17 (E R I) Rhododε伊uironsp 
15 4 1 (SAX) 世raaI!S Deutzla 
14 14 J如 J削 uturn (ACE) 4cer 
12 11 annuuS (COM) ttγl守eγun
12 11 是iれ ηtana(RO S) Poteγ2 t i Iα 
11 8 3 lxen 5 dentata (COM) 
I 3 日。S;'7lOr/Jiza ista!a (UMB) 
8 8 (COM) Ptlαsztes ;α/，onl 
7 trilldus (RO S) Rubus 
Ot her Sf児 Cles
TOI.al nUmbel 
p ウツot='，シロノイナタン;j，ポ pびつきの深いと思われる被訪花植物は，ナパ子子まず，
ヤブエーニガナpオヘビイチココヒメジョオン，ヒメウツギ，ツツジの l種，;オー ニ・タビラコ pもごビ，
ウツギはARnuthる‘島aiiとA.シロノイナタンポポは A.ジンおよびアヰーである，すなわち，
オニタビラコは
tsu-ヒメウツギはA. prostomiasとA.
kaqu1faとA.
lonqitibialis多
ぉ??
アセビはA.prostom:as， 
ツツジの l種はA.
t sukub品naとA.
長見uthZ， A. 
留禿
.#::ubana， ヒメジョオンは A. ja/Joni ca j えーヘビイチゴは 長acul'a，ニガナは A. Anl1;thi ~ 
ヤアニンジンはぷ Jaょう'onz およびアキはd包
くのハナノイザー をひきコけ
イCJハモミジ (5種〉およびカジイチゴ (5種〉マある飴
zとνである，
タイガイ (7極)， コマッチ (7種). 
以ヒヒメハナパチ科に属するハブーパチと訪花植物についてP 若 Fの考察を行なったが，ハナパチの
調査地の植物相，開花量，花粉 a 花の形状とノサ叩バザー の形態少 ま
関係し合っており，とれらτ/' といったような多くのことがら
J奈子もつ野外でしゅ〉なる 、かなる処理をするかp ということになると，多くの問題点をか
かえてし、る(坂上ら 1974) ，従って， られた結果がz そのまま げるヒメハ
ナノfうcの正確な訪iE性を表わしているとは限らないがたる程度E量的にとらえ，
見とおしができたものと思Lわれる.
1975年と 3ケ所 (1高知市五台rJj， び南i五市岡豊)におい
2月後半から10月後半まで行なった調査をもとに(幾留 ]9"(8) ， ヒメハナパチ科K属する 2属2l穐一一
そかldrcna 長nuthi AL F'KEN， A， fu長ai COCKERELL， A， zsulJz多bana 日1.l:;:ASH 1M/¥. ， 
A， prostornias PEREZ， A， メをacuva HIRASHIMA， A. stel a [-:!IRASHIMA， 
ι ]aponioz (SMITH)， A， fO'1Jeopunctata ALFKEN， ，土 loncltlわatμHIRASHl!vlA， 
dentata SMITH， A. 忌omachi H RASHIMA， A. hebes P sasa是zz 
CnCKERELL， ，jJrunipho HIHASH!MA， A⑨ メ長 HIRASIilMA， . uノ ρ_t:;(! t 
COCKERELL. A osaczfovea HIRASHIM.A， A. sp. ，A. sp. 2および F'anuYず.1nus 
crawfordi COCKERELL←ーのそれぞれのハナパチについてg 訪花活動見1[，訪花植物U)内および
首'ir訪花植物の開花期と
もっとも早い時期
どの訪花性について述べた e
たのは，A. heb目と A. ste!! zaの2種と 2月
r; l1j，もっとも遅かったのは，A. japoni caの6月下旬であった e
っとも長かったのは，A. わzut h iと-i4. s t e! L aJはの2種で
約70日，もっとも短かったのは A. lonρtibialis， A. pruni)叫ora; oþacifo'ZJea~ 
是 zaf およびA sp. 2の5種で約10日であった@
出l':i接聞の訪花活動開始には a前
つのタイプが認ぬられた.
総より援の万が多く訪花活動を行江っていたのは A. わzutI1i， fukaii， A. f011COー
る b. ほぼ同時，卜、 j援が先行する の3
ctata およびA.den印 ta C/)濯でさらった，
した開花植物は， ったゆ し fこのは A 鼻 tsu是u-~
ωnaがウツギへ fuli:aziがシロパナタンポポヘ，A. trosto例 zasがウツギ、とヒメウツギ
ヘp イ. k Clul'aカヨアセビヘ，A. 長 tm がキタ科へ，およびム slella門 d がタイサイとコマ
??? ??
高知平野におりるヒメハナパチ科ハナパチ部屋の訪花性
ツナへ などであった@
なえ)斗こは 1^- ナパチをひきつけたものと数棟のハナパチ
ひきつけたものが認められた⑩
Biofaunistic i nvestigations of 札口d 巴es 日remade in Kochi plain， 
Shi koku， ，at tflree 1∞aHties， Godaisan i n City， Monob記 Nakoku
and Ok6 i n Nankoku Ci ty !:hθ S日品sons from late to 1ι 
Octob日r j n 1975 and 1976 (1 KUDOtvlE 1978). On th部巴 andrenid bees belon市
to 20 :species in g日n己ra--，^ Andrena If:nutれ ALFKE同 2 Zi Co心KER
. t suku向仰 HIRASH!I¥i仏， 介。5JM205pkRE123d.AdfMFdRIRASHIMABjo 
ムtellaria HI RASHIMA， Japoni ca (SMITH)， A句 ALFKEN，酌
Jρnlfitihi乙z! HIRASHIMA， A. dentata SM!TH， Romacl1i HIRASHIMA， 
P EREZ， A. sa5aメ合i C:OCKERELL， A. IJrμntp点ρHIHASHIMA，A. If:ernae H!RA ← 
SHI!-IIMA， A. watasei COCKERELL， A. 日1RASH MA旬 sp.1参ち
2 and tnus craw[ordi COCKERELL--were d丘町:ribed in 
flower. visiting habits in each b台記， ， the 。f the fJower 
VlSltlれgactlvlt.y. sp巴ciesof VISlt.思d be日s. and th巴
。f the of plants visit巴d be記s and ()f th自 11mτlber of 
flovv巴r.visiting 1)記e individuals. 
earliest. late in 
flow記r回 visiting activity A. hebes and A. ttdlar 呂pp日ar
， and A. }apon.ica lat日st，late in un記。
On femal杷 A. knuthi and stellaria have t.he flower時
VISltWg ， about 70 ， and /1， tibiai is， pruniphoγα，A‘ 
about 10 A， kerrwe and 2 have the shortest 
mal官， thre日 typcs are 
。f the lowerωvisi ting 読む ty of fem昌le and 
as follows; a. male female， b 。
As for the 
simultaneo出予む.female prec吋邸 male.
1n the 4 species--A. 是nuth，多 A。 j， A. [0匂eopuηεta主品
and A勘 dentata~--mal(ぅ do the flower- activity much more than fe-. 
mal記 in i ndi. vi <luals創
visi ted 
Flow日ring p!ants 
b忠告S.
in 15 famili告器 in total are 
bees ara as 
follows : A， t su/h必bana t.O Deu tua 持ata SIEB， et Zucc.手 J仁 fukazi to 
Taγ 品沖1 albidum DAHLST・，A. /Jγostomias to D也 cγenata SIEも. et Z 
? ??
?
??
幾 習 秀
札口d (). qr an 1 i s S 1 E B . 記t 乙UCC.. A到 。to Pieris ]aponi D. DON.， 
長nuthi to ta邑 and 5tellaria t.o Bγassica chinensls L. and 
f 喝
と，orntヨ plants visi t日d bees attract c 1 01' 2 日
speCl缶詰， 品ndoth日rs 忠ever託 b記巳 sp色Cl記S.
JflRASHIMA， Y.， 1962--196G. and swdies of the 
.Andr日nida記 01 j乳pan.1962 ，Pt. 1. . ].Fac..， Univ. 
2 1-20. 1962b. Pt. 2. tmatics， 1. Ibi.d時 12:119.. 154. 1963. Pt. 2. 2. 
Ibid曲間:241 -263. 19Eitl a. Pt. 2. 3. Ibid. 13 39--69巴 l銘4b . Pt.2. 4. Ibi d. 
13 .71-97. 1965品. Pt. 2. 5. Ibid. 13: 46 --491. 1965b. Pt. 2. 6. lbid. 
13 : 493 -517. 196ふ Pt. 2吻.Ibid. 14: 89-131. 
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